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2019 年度を振り返って

2019 年度は、年度末にかけて新型コロナウイルス感染症の影響により、当基金の事業も中止

順延をせざるを得なくなり、大きな影響を受けた年となりました。

「ふれあいのスポーツ広場」は、自動車総連からの物心両面にわたるご支援をいただき、全国

47 会場を計画いたしましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、3 月に予定をした沖縄

及び神奈川について、中止との判断をいたしました。

誰もが一緒に参加できるユニバーサルスポーツとして、日本福祉大学の藤田紀昭教授により考

案された競技も、年々深化しております。仙台ユニバーサルスポーツ研究会に加え、今年からは

西九州大学アダプテッド・スポーツ研究会のみなさんにもご協力をいただき、“遊びを取り入れ

た軽スポーツで、人と人との心と体の距離を近くする”をテーマとして「ユニバーサル・レクリ

エーション」を導入し、試行錯誤しながらも創意工夫を繰り返してきました。

また、従前より競技指導をお願いしている、「公益社団法人日本エアロビック連盟」や「日本

障害者フライングディスク連盟」のプログラムも、より連携をとりながら、競技内容の充実を図

ることができました。

今後も開催規模を維持しながら、すべての都道府県において開催することを計画しており、内

容的にも充実をしたものとするため努力して参ります。

また、プログラム内容をより充実させるために、指導者や大学生を対象としたワークショップ

を、西九州大学の会場に行い、プログラム開発を行うとともに、障害のあるこどもたちに体験を

いただき、交流をいたしました。

「ノンバーバルコミュニケーションワークショップ」は、2018 年の西日本豪雨にて大きな被害

のあった、広島県広島市周辺において、障害のある方の施設を訪問する形で行いました。

言語を使わずにコミュニケーションを図りながら、楽しむことのできるプログラムとして本格

的に実施いたしました。ファシリテーターをお願いした、庄﨑隆志さんとメイミさんが参加者ご

とに違うプログラムを行いながら、多くのみなさんに体験していただきました。また、この事業

には、特定寄附金の募集も行い、多くの方に支えていただき開催いたしました。

ニュースレターについては、３カ月ごとに当基金の活動内容を周知するために発行しており、

好評をいただいております。ホームページの掲載と併せて、広報活動にも留意して参りたいと思

います。

新型コロナウイルス感染症の影響が大きく、当基金の活動も開催延期をやむ得なく判断をして

おります。また、これに伴う景気の悪化の中で、基本財産の運用収益は限られており、経費の削

減に努めながら、充実した内容とするための努力をしております。賛助会員の拡大に努めるなど、

自律的な収入源確保を目指しながら、今後も、内容の充実とともに、より深化した開発、普及、

育成及び調査研究事業も進めていきたいと考えております。みなさまのご指導ご鞭撻をよろしく

お願いいたします。　

２０２０年 3月

公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金
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１．ふれあいの広場事業
1.1 ふれあいのスポーツ広場の実施

開催数：

全国 45 会場

共催：

自動車総連

後援：

内閣府、スポーツ庁、開催県市等

協力：

日本福祉大学

西九州大学アダプテッド・スポーツ研究会

仙台ユニバーサルスポーツ研究会

（公社）日本エアロビック連盟

日本障害者フライングディスク連盟

当基金の設立以来、開催を続けているこの事業は、38 年目の

開催を迎え、全国 47 都道府県全てにおいて開催を計画いたし

ましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、3 月開催

予定であった沖縄、神奈川の大会を中止順延とし、４５会場の

開催となりました。

各開催地においては、自動車総連の組合員がボランティアと

して大会運営を支え、また家族と共に参加をされる方もおられ、

障害のある方とのふれあいを楽しむことが定着してまいりまし

た。

競技は、日本福祉大学教授である、藤田紀昭先生の監修のも

と、独自の競技の開発にこだわり、開催してまいりました。

今後、もっと魅力的な競技を開発すると共に、参加いただく

障害のある方にとって魅力のある大会とするよう、努力を重ね

てまいります。

　参加施設・団体	 396 団体　10,236 名

　実行委員等	 4,463 名

　参加者合計	 14,699 名

日本福祉大学の学生による

「ユニバーサルストレッチ」（竜王大会）

西九州大学の学生による

「ジャンボールリレー」（桶川大会）

仙台ユニバーサルスポーツ研究会による

「輪になって運ぼう」（千葉大会）
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２０１９年度ふれあいのスポーツ広場　開催集計表

開催地 日程 会場 参加者数

鹿児島 鹿児島 4月 8日 ( 月 ) 鹿児島市民体育館 395

宮崎 宮崎 4月 15 日 ( 月 ) 宮崎県体育館 319

宮城 仙台 4月 20 日 ( 土 ) 宮城広瀬総合運動場体育館 256

岐阜 関 4月 23 日 ( 火 ) せきしんふれ愛アリーナ 315

栃木 上三川 5月 11 日 ( 土 ) 日産自動車栃木工場体育館 278

岡山 倉敷 5月 11 日 ( 土 ) 倉敷市立東中学校 377

北海道 音更 5月 14 日 ( 火 ) サンドームおとふけ 371

徳島 藍住 5月 14 日 ( 火 ) 藍住町町民体育館 227

香川 善通寺 5月 15 日 ( 水 ) 善通寺市民体育館 414

富山 富山 5月 18 日 ( 土 ) 富山市八尾スポーツアリーナ 392

長野 東御 5月 18 日 ( 土 ) 東御中央公園第 1体育館 313

岩手 北上 5月 20 日 ( 月 ) 北上総合体育館 313

山形 河北 5月 21 日 ( 火 ) 河北町民体育館 351

福島 須賀川 5月 25 日 ( 土 ) 須賀川アリーナ 383

茨城 筑西 6月 1日 ( 土 ) 筑西市立下館総合体育館 301

京都 京都 6月 2日 ( 日 ) 京都市障害者スポーツセンター 281

奈良 橿原 6月 3日 ( 月 ) ジェイテクトアリーナ奈良 235

高知 南国 6月 4日 ( 火 ) 南国市立スポーツセンター 169

愛媛 松山 6月 5日 ( 水 ) 愛媛県総合運動公園体育館 449

福井 越前 6月 9日 ( 日 ) 越前市 AW-I スポーツアリーナ 188

石川 金沢 6月 10 日 ( 月 ) いしかわ総合スポーツセンター 562

福岡 北九州 6月 10 日 ( 月 ) 北九州市立総合体育館 405

兵庫 姫路 6月 12 日 ( 水 ) 広畑体育館 269

山口 防府 6月 16 日 ( 日 ) ソルトアリーナ防府 425

滋賀 竜王 9月 29 日 ( 日 ) 竜王町ドラゴンスポーツセンター 283

広島 広島 10 月 5 日 ( 土 ) マツダ体育館 384

青森 青森 10 月 7 日 ( 月 ) 新青森県総合運動公園マエダアリーナ 384

秋田 秋田 10 月 8 日 ( 火 ) 秋田県立武道館 368

山梨 甲府 10 月 9 日 ( 水 ) 山梨県緑が丘スポーツ公園体育館 242

熊本 人吉 10 月 12 日 ( 土 ) 人吉スポーツパレス 452

新潟 新潟 10 月 16 日 ( 水 ) 新潟市西川総合体育館 245

佐賀 小城 10 月 20 日 ( 日 ) 小城市三日月体育館 303

長崎 長崎 10 月 21 日 ( 月 ) 長崎県立総合体育館 327

千葉 千葉 10 月 21 日 ( 月 ) 千葉公園スポーツ施設体育館 336

和歌山 和歌山 10 月 23 日 ( 水 ) 和歌山県立体育館 452

埼玉 桶川 11 月 2 日 ( 土 ) 桶川サン ・ アリーナ 254

群馬 前橋 11 月 2 日 ( 土 ) ヤマト市民体育館前橋 221

静岡 三島 11 月 9 日 ( 土 ) 横浜ゴム三島工場体育館 319

鳥取 米子 11 月 11 日 ( 月 ) どらドラパーク米子市民体育館 229

島根 松江 11 月 12 日 ( 火 ) 松江市総合体育館 360

三重 亀山 11 月 16 日 ( 土 ) 亀山市西野公園体育館 247

東京 日野 11 月 16 日 ( 土 ) 日野市南平体育館 270

大阪 大阪 11 月 20 日 ( 水 ) 大阪府立体育会館 545

愛知 西尾 11 月 23 日 ( 土 ) 西尾市総合体育館 235

大分 中津 11 月 26 日 ( 火 ) ダイハツ九州アリーナ 255

沖縄 豊見城 3月 9日 ( 月 ) 豊見城市民体育館 中止

神奈川 厚木 3月 24 日 ( 火 ) 厚木市荻野運動公園体育館 中止

参加者合計 14,699
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1.2 ノンバーバルコミュニケーションワークショップの実施

平成２３年度より東日本大震災の被災地を対象とした取組と

して、障害の有無に関わらず、お互いが尊重し合えるためのコ

ミュニケーションのあり方について、ノンバーバル（非言語）

という手法を用い、楽しみながら体験していただくためのワー

クショップを実施して参りました。

今年度は、2018 年の西日本豪雨にて大きな被害のあった、広

島県広島市周辺の障害福祉サービス事業所を訪問し、昨年度同

様、障害の有無に関わらず、お互いが尊重し合えるためのコミュ

ニケーションのあり方について学ぶ場として、ノンバーバル（非

言語） によるコミュニケーションについて学ぶ場として開催い

たしました。

ノンバーバルコミュニケーションワークショップ	in	ひろしま

1. 日時：2019 年 9 月 11 月 ( 水 ) ～ 13 日 ( 金 )

2. 場所・参加者

　9月 11 日	 海田なかよし実習所 32 名

　9月 12 日	 ( 福 ) 安芸の郷森の工房やの	 60 名

	 ( 福 ) 安芸の郷森の工房みみずく	 30 名

　9月 13 日	 八木園	 55 名

3. ファシリテーター

　庄﨑隆志さん	　office	風の器主宰 ･俳優 ･演出家

　メイミさん　　漫談家 ･介護福祉士 ･NPO 法人笑顔工場理事長

主催

国際障害者年記念ナイスハート基金

後援

広島市、(福 )広島市社会福祉協議会

助成

(福 )黎明会福祉開発振興援助事業
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2. 開発、普及および育成事業
2.1 ユニバーサルスポーツのプログラム開発ワークショップの実施

1. 協力

日本福祉大学

仙台ユニバーサルスポーツ研究会

西九州大学アダプテッド・スポーツ研究会

当基金が行っている ｢ ふれあいのスポーツ広場」において開

発された、ユニバーサルなスポーツプログラムの実践を元に、

障害の有無に関わらず楽しむことのできるスポーツプログラム

づくりのための講習会について、第 7 回目として佐賀県神埼市

において開催いたしました。

屋内でも団体で行うことができる運動会でのスポーツプログ

ラム開発を目指し、ワークショップ形式にて実施いたしました。

最終日には、周辺の障害のあるこどもたちやご家族にお集ま

りいただき、体験いただきました。

     

1. 日時	 2020 年 2 月 20 日～ 2月 22 日	

2. 会場	 西九州大学神埼キャンパス

	 佐賀県勤労身体障害者教養文化体育館

3. 参加者　39 名

※モデル事業実施時にはこの他に障害のある子どもたちと支援者併せ

て 46 名の参加。
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2.2 ニュースレターの発行

３カ月に１回、賛助会員のみなさまや、事業の参加者などに

当基金の活動を紹介するため、ニュースレターを発行していま

す。印刷物の他、ホームページ上で公開しています。

第 104 号－ 2019 年 6 月号

寄稿 /ふれあいのスポーツ広場音更大会を開催して

報告 /ふれあいのスポーツ広場上半期開催報告

寄稿 /ンバーバル・コミュニケーションワークショップ in ほっかいどう

第 105 号－ 2019 年 9 月号

寄稿 /ノンバーバル・コミュニケーションワークショップ in ひろしま

寄稿／ノンバーバル・コミュニケーションワークショップ in ひろしま

お知らせ /特定寄附金のご報告

報告 /ふれあいのスポーツ広場下半期開催日程

第 106 号－ 2019 年 12 月号

ふれあいのスポーツ広場開催報告

報告 /2019 年度下半期ふれあいのスポーツ広場開催報告 

感想 /ノンバーバルコミュニケーションワークショップ　in ひろしま 

報告 /ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究

第 107 号－ 2020 年 3 月号

報告 /ユバーサルスポーツワークショップ

寄稿 /ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究

２０２０年度事業計画

2.3 ホームページの開設

当基金の活動予定や報告について随時更新しております。

ホームページの URL は、https://www.niceheart.or.jp

106,NICE HEART  1

vol.106
2019 年 12 月号

公益財団法人国際障害者年記念 ナイスハート基金
〒 105-0022 東京都港区海岸 1-4-26 ゆうらいふセンター

電話：03-3434-2170　FAX：03-5401-0681
URL:http://www.niceheart.or.jp/

表紙／写真　ふれあいのスポーツ広場亀山大会の様子………………………………… 1

報告／ふれあいのスポーツ広場開催報告………………………………………………… 2

　　　　  （公財）国際障害者年記念ナイスハート基金　業務執行理事　鈴木 啓之

報告／ 2019 年度下半期ふれあいのスポーツ広場開催報告 …………………………… 4

感想／ノンバーバルコミュニケーションワークショップ　in ひろしま …………… 5

報告／ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究………………………………… 6

お知らせ／賛助会員御礼他………………………………………………………………… 8

ふれあいのスポーツ広場亀山大会の様子【第二競技 ホール・イン・ワン】
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3. 調査研究事業
3.1 ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究の実施

2.4 各事業報告書の発行

各種事業についての報告書を発行いたしました。当基金ホー

ムページにおいて、掲示し無料配布しております。

(1)	2019 年度ふれあいのスポーツ広場実施報告書

発行：2020 年 3 月

頁数：113 ページ

(2)	2019 年度ユニバーサルスポーツプログラム研究会実施報告書

発行：2020 年 3 月

頁数：34 ページ

(3)2019 年度ノンバーバルコミュニケーションワークショップ	in	ひろしま

				実施報告書

発行：2019 年 10 月

頁数：34 ページ

(3)2019 年度ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究実施報告書

発行：2020 年 3 月

頁数：102 ページ

スポーツを通じて、楽しみながら体験し理解することのでき

るユニバーサルスポーツの取組は、広がり続けています。

私たちは、2020 東京パラリンピック競技大会の終了後に、

これらの取組が継続して進めていくために、新たな視点のアプ

ローチが必要ではないかと感じています。このため、国内での

ユニバーサルスポーツの取組の要点を明らかにすると共に、障

害のある方が多くの時間を過ごしている障害福祉サービス事業

所の状況について、2 年度にわたる調査事業を実施することと

いたしました。

初年度である 2019 年度には、各地の取組の事例を行ってい

る団体への訪問調査を行い、その活動のきっかけやスポーツの

内容、協力団体の状況、現状での課題などを聞き取り、共通す

る要点を明らかにするべく実施いたしました。

1. 研究会委員

藤田 紀昭さん 日本福祉大学スポーツ科学部長・教授

金山 千広さん 立命館大学産業社会学部教授

林田 はるみさん 桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部教授

2. 聞き取り対象団体	 11 団体

3. 報告書	 当基金ホームページにて公開

2019 年度

ノンバーバル・コミュニケーションワークショップ in ひろしま

実施報告書

2019年 10月
公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金

ユニバーサルスポーツの
普及に関する調査研究
2019年度報告書

2020年 3月
公益財団法人国際障害者年記念ナイスハート基金
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・「第２０回東京都障害者スポーツ大会」

主催 : 東京都、公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

日時 : ５月３日他

・「第２６回共生・共走リレーマラソン」

主催 : 共生・共走リレーマラソン実行委員会

　日時 : ５月２６日

・「第４３回わたぼうし音楽祭」

主催：奈良たんぽぽの会

日時：８月４日

・「第４２回全国大会ｉｎあいち」

主催 : きょうされん

日時 : １０月２５日、２６日

当基金が後援した事業


